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（３）タワーエリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[コンセプト]都市文化が創成され国内外から訪れる人々が交流するまち 

[主な観光資源]新タワー（展望台・周辺街区）、北十間川、大横川親水公園、鬼平ゆ

かりの地(春慶寺)など 

[整備の考え方]○世界中から集まる来街者がタワーのある街の魅力を楽しめるよ

う、区内観光の玄関口としての機能の整備 

○観光プラザ（仮称）から観光情報を発信し、周辺エリアへの回遊

性の確保などの整備をハード・ソフト両面で実施 

○タワー街区の施設計画を考慮し、長期的な戦略で集客を図るため

の整備の実施 

[取り組みの例]①タワービュー通りの整備 

②タワービュー・ポイントの整備 

③北十間川親水空間の整備 

④観光プラザ（仮称）の開設 

⑤VISIT JAPAN WEEK など国と連携した観光イベントを開催 

⑥タワーを日本（東京）のシンボルとして定着させる展開 

⑦タワー建設の過程を活用した観光振興 

[参考：これまでの取り組み例] 

①文化観光調査報告書「吾嬬浪漫」を公表（平成 4（1992）年） 

②光タワーイベントの開催（タワー誕生のプレイベント） 

新タワーの高さとタワービューのイメージを実感するために、地

上からの複数のサーチライトをタワーの高さで交差させる試み

の実施。イベント実施に必要な資金は、寄付者を「旦那衆」に見

立てて、個人の募金を中心に開催。 
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（４）吾妻橋エリア  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[コンセプト]浅草から区内各所へのゲートウェイ、水陸交通の結節するまち 

[主な観光資源]吾妻橋、隅田川親水テラス、吾妻橋リバーピア（炎のオブジェ）、

観光案内所、勝海舟像、防災船着場、佃煮店、外国人向宿泊施設

など 

[整備の考え方]都内最大の観光地浅草に隣接した地の利を生かし、タワーをはじめ

区内の各観光拠点へのゲートウェイ（玄関口）としての整備の推

進 

[取り組みの例]①水辺空間をオープンカフェなどに活用 

②ライトアップなどを行いゲート空間として演出 

③浅草からタワーに向かう来街者の増加を想定した、観光案内所の

機能強化など案内性向上のための整備 

④台東区（浅草・上野）との連携強化 

[参考：これまでの取り組み例] 

①文化観光調査報告書「向島逍遥」を公表（平成元（1989）年） 

②勝海舟銅像が建つうるおい広場を活用して、勝海舟顕彰会がフォ

ーラムと街歩きのイベントを定期的に開催 

③すみだ観光案内所の開設 

④「大東京和おどり」や「隅田川おどり」などの季節イベントを定

期的に開催 

⑤隅田川の親水空間で、テレビや映画のロケの実施 

⑥夏季に親水テラス上にステージを設けて、ジャズなどの生演奏を

楽しめるオープンカフェ（ビアテラス）を実施。この地にビール

工場が稼動していたことを紹介する写真展など、様々な併催イベ

ントを実施。 

 

 






























